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先生たちの工夫～その③

～ 

今号では、リマインダーや手順書、新しいツールを紹

介します。これらを使用することにより、一人ででき

ることが増え、褒められることで、子供たちの意欲や

挑戦する心が育っています。 

職員室に入室時、ノックの音が大きいため、 

その都度「静かに」と指示されていました。  

しかし、ドアにこの紙を貼り、リマインダーの役

割をもたせたことで気を付けることを思い出

し、力加減を調整できるようになりました。 

登校後に「すること」をカードにし、順に並べて

います。口頭で指示されなくても、これを見なが

ら一人でできることが増えました。 

新しいツールを紹介します。名前は「ビジュアル

ビュータイマー」といいます。時間の経過に応じて

バーの目盛りが減っていくので、これまでよりも

残り時間が視覚的に分かりやすくなりました。 

高等部持久走大会

 

 

 

 

 
 

 

1/21（水）、「今年一番の寒さ」の中、ウォーキング・ジョギング・

ランニングの部門ごとに、生徒それぞれが力を出し切りました。 

また、２０名近くの保護者の方が応援に来てくださいました。 

寒い中、熱いご声援、ありがとうございました！ 

 

ゴール直前のデットヒート！ 

はたして勝者は⁉ 

 
教頭先生と(^^)

♪) 

 

目標の距離を歩き切ったぞ！ 

風を切って走る！きもちいい～ 

温かい声援が力になりました！ 

よっしゃー‼ 


